
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡に設けられ、被写体像を撮像して第１の映像信号を得る手段と、
前記内視鏡に設けられ、前記第１の映像信号で搬送波を変調する手段と、
前記内視鏡から無線で伝送される前記搬送波を受信して復調し表示手段へ与える第２の映
像信号を得る受信手段とを備えた内視鏡装置において、
前記内視鏡に設けられ、設定に応じて前記搬送波の送信出力レベルを変化させる送信出力
可変手段と、
前記内視鏡に設けられ、前記受信手段へノイズを与える高周波機器が作動操作されている
こと或いは作動可能状態であることを検知し、この検知結果に応じて前記送信出力可変手
段の送信出力レベルの設定を増加させる送信出力設定手段とを備えたことを特徴とする内
視鏡装置。
【請求項２】
内視鏡に設けられ、被写体像を撮像して第１の映像信号を得る手段と、
前記内視鏡に設けられ、前記第１の映像信号で搬送波を変調する手段と、
前記内視鏡から無線で伝送される前記搬送波を受信して復調し表示手段へ与える第２の映
像信号を得る受信手段とを備えた内視鏡装置において、
前記受信手段に設けられ、前記受信手段へ与えられるノイズの発生を検知し、この検知結
果に応じて送信出力レベルの増加を前記内視鏡へ指示するノイズ検知手段と、
前記内視鏡に設けられ、設定に応じて前記搬送波の送信出力レベルを変化させる送信出力
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可変手段と、
前記内視鏡に設けられ、前記ノイズ検知手段からの指示に応じて、前記送信出力可変手段
の送信出力レベルの設定を増加させる送信出力設定手段とを備えたことを特徴とする内視
鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、内視鏡で得られる画像情報を無線で受信装置へ伝送する内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、細長の挿入部を体腔内や管路内に挿入して、体腔内や管路内の被写体像をモニタ観
察できる内視鏡装置が広く利用されている。このような内視鏡装置は、一般に、体腔内や
管路内に挿入される挿入部を有する内視鏡と、この内視鏡と別体に設けられこの内視鏡へ
照明光を供給する光源装置と、この光源装置からの照明光を前記内視鏡へ導くライトガイ
ドケーブルと、前記内視鏡に内蔵されて設けられ或いは着脱自在に取り付けられて設けら
れ被写体像を撮像して撮像信号を得る撮像装置と、前記内視鏡と別体に設けられ前記内視
鏡で得られる撮像信号をモニタ表示可能な映像信号に変換するビデオプロセッサと、前記
内視鏡からの撮像信号を前記ビデオプロセッサへ伝送する信号ケーブルと、前記ビデオプ
ロセッサで得られる映像信号を映し出すモニタ装置を備えて構成されている。従って、内
視鏡はライトガイドケーブルや信号ケーブルにより外部装置と接続されており、これによ
り、内視鏡の移動範囲が制限され、また、内視鏡の操作性が妨げられていた。
【０００３】
そこで、例えば、特開昭６０－４８０１１号では、ＬＥＤ（発光ダイオード）等で構成さ
れた照明装置が内視鏡に内蔵されることで、内視鏡から延出するライトガイドケーブルが
取り除かれ、また、撮像信号に映像信号処理を施してモニタ表示可能な映像信号を得る映
像信号処理回路と、この映像信号を電波で送信する送信回路が内視鏡に設けられ、この電
波を受信して映像信号を復調する受信装置が内視鏡と別体に設けられることで、内視鏡か
ら延出する信号ケーブルが取り除かれた内視鏡装置が提案されている。このような内視鏡
装置は、一般に、ワイヤレス内視鏡装置とも呼ばれ、内視鏡の移動範囲の制限が緩和され
、操作性が向上するという長所を有する。
【０００４】
ところが、電波で画像情報を伝送するワイヤレス内視鏡装置では、内視鏡装置の周辺で、
高周波を発生する高周波機器、例えば高周波焼灼装置いわゆる電気メス装置等が用いられ
ると、この高周波機器から漏洩するノイズが内視鏡装置へ妨害を与え、内視鏡装置で得ら
れる内視鏡画像が乱れるという問題があった。
【０００５】
そこで、例えば、特開平６－３３５４５０号では、静止画像であるレリーズ画像を記憶す
る記憶手段を内視鏡に設け、内視鏡によるレリーズ画像の撮影が終了したら、内視鏡とビ
デオプロセッサとを有線接続してレリーズ画像データを内視鏡からビデオプロセッサへ伝
送することで、ノイズの影響を受けずにレリーズ画像を得る技術が示されている。
また、例えば、特開昭５９－６９０５４号では、内視鏡の撮像信号を伝送する際に、妨害
波の周波数帯域とは異なる周波数帯域で撮像信号を変調して伝送することで、撮像信号へ
の妨害波の混信を防ぐ技術が示されている。
また、一般に、妨害波の混信による影響を減らすには、常時送信出力を増加すればよい。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特開平６－３３５４５０号に示される従来技術では、ノイズの影響を受け
ない静止画像を撮影後に得ることができるものの、観察時にリアルタイムで動画像を得る
ことができないという問題があった。
また、特開昭５９－６９０５４号に示される従来技術では、妨害波の周波数帯域を避けた
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周波数帯域の搬送波で画像情報を伝送するので、搬送波の周波数帯域が制限されるという
問題があった。
また、ワイヤレス内視鏡は、そのワイヤレス化のために、一般にバッテリを電源とするの
で、妨害波の影響を減らすために常時送信出力を増加すると、内視鏡の消費電力が増加し
てしまい、これにより、バッテリの使用時間が短くなり、即ち内視鏡の使用時間が短くな
るという問題があった。
本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、内視鏡の使用時間の短縮を抑え、且つ
搬送波の周波数帯域を制限すること無く、且つ観察画像を動画像でリアルタイムに無線伝
送し、且つノイズの影響を軽減した良好な画質の観察画像を得ることを可能とする内視鏡
装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するため、本発明の請求項１の内視鏡装置は、内視鏡に設けられ、被写体
像を撮像して第１の映像信号を得る手段と、前記内視鏡に設けられ、前記第１の映像信号
で搬送波を変調する手段と、前記内視鏡から無線で伝送される前記搬送波を受信して復調
し表示手段へ与える第２の映像信号を得る受信手段とを備えた内視鏡装置において、前記
内視鏡に設けられ、設定に応じて前記搬送波の送信出力レベルを変化させる送信出力可変
手段と、前記内視鏡に設けられ、前記受信手段へノイズを与える高周波機器が作動操作さ
れていること或いは作動可能状態であることを検知し、この検知結果に応じて前記送信出
力可変手段の送信出力レベルの設定を増加させる送信出力設定手段とを備えたことを特徴
としている。
【０００８】
また、本発明の請求項２の内視鏡装置は、内視鏡に設けられ、被写体像を撮像して第１の
映像信号を得る手段と、前記内視鏡に設けられ、前記第１の映像信号で搬送波を変調する
手段と、前記内視鏡から無線で伝送される前記搬送波を受信して復調し表示手段へ与える
第２の映像信号を得る受信手段とを備えた内視鏡装置において、前記受信手段に設けられ
、前記受信手段へ与えられるノイズの発生を検知し、この検知結果に応じて送信出力レベ
ルの増加を前記内視鏡へ指示するノイズ検知手段と、前記内視鏡に設けられ、設定に応じ
て前記搬送波の送信出力レベルを変化させる送信出力可変手段と、前記内視鏡に設けられ
、前記ノイズ検知手段からの指示に応じて、前記送信出力可変手段の送信出力レベルの設
定を増加させる送信出力設定手段とを備えたことを特徴としている。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）
図１及び図２は本発明の第１の実施の形態に係り、図１は内視鏡装置を含む手術装置の構
成を示すブロック図、図２は内視鏡の送信出力の制御動作を示すタイムチャートである。
【００１０】
図１に示すように、本実施の形態に係る手術装置１は、内視鏡装置２と、この内視鏡装置
２の周辺で使用される電気メス装置３とを含んでいる。
【００１１】
前記内視鏡装置２は、体腔内の被写体像を撮像してこの被写体像の画像情報を無線で伝送
する内視鏡１１と、前記内視鏡１１からの電波を受信し被写体像の画像情報をモニタ表示
可能な映像信号として出力する受信装置１２と、前記受信装置１２からの映像信号を映し
出すモニタ装置１３とを備えて構成されている。
【００１２】
前記内視鏡１１は、体腔内へ挿入する細長の図示しない挿入部と、前記挿入部の基端側に
連設され、この内視鏡１１を把持し操作するための図示しない操作部と、被写体へ照明光
を照射する図示しない照明装置と、この内視鏡１１各部へ電源を供給する図示しないバッ
テリと、例えば前記挿入部の先端に設けられ、被写体像を撮像して撮像信号を得る撮像装
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置２１と、前記撮像装置２１を駆動制御し、前記撮像装置２１から撮像信号を入力して信
号処理可能な信号レベルの映像信号を得る撮像制御回路２２と、前記撮像制御回路２２で
得られる映像信号で搬送波を変調する変調回路２３と、前記変調回路２３で得られる搬送
波の送信出力レベルを設定に応じて変更する出力制御回路２４と、前記出力制御回路２４
の送信出力レベルを設定する送信出力設定回路２５と、前記出力制御回路２４から出力さ
れる搬送波を電波として輻射するアンテナ２６と、外部装置から無線で伝送される制御指
示を受信するアンテナ２７と、前記アンテナ２７で受信される搬送波から制御指示を復調
して前記送信出力設定回路２５へ与える復調回路２８とを備えて構成されている。前記制
御指示は、内視鏡１１の送信出力レベルの増加を指示する出力増加指示を少なくとも含み
、前記送信出力設定回路２５は、この出力増加指示を受けると、前記出力制御回路２４の
出力信号レベル設定を増加するように構成されている。
【００１３】
前記撮像装置２１は、例えば、被写体像を結像する図示しない結像光学系と、前記結像光
学系で結像される被写体像を撮像して撮像信号を得る図示しないＣＣＤ（電荷結合素子）
等の撮像素子を備えて構成されている。
【００１４】
前記受信装置１２は、前記内視鏡１１から電波として伝送される搬送波を受信するアンテ
ナ３１と、アンテナ３１で受信される搬送波から映像信号を復調する復調回路３２と、前
記復調回路３２で得られる映像信号に映像信号処理を施してモニタ表示可能な形式の映像
信号を得る映像信号処理回路３３とを備えて構成されている。前記映像信号処理回路３３
は、映像信号をモニタ表示可能な形式に変換するエンコーダと、必要に応じて、例えば、
映像信号に白バランス補正処理を施す白バランス補正回路と、映像信号にγ補正処理を施
すγ補正回路と、映像信号に画像強調処理を施す画像強調回路を備えて構成されている。
【００１５】
前記電気メス装置３は、高周波焼灼処置具とも呼ばれ、高周波を処置対象部位へ与えて、
処置対象部位に対して切開作用及び凝固作用を施す装置であり、その電気回路は、高周波
を出力する高周波出力回路４１と、例えばフットスイッチで構成され、高周波の発生を作
動指示する作動スイッチ４２と、例えば電気メス装置３の図示しない操作パネルに設けら
れ、動作モード及び高周波の出力レベルを設定する設定スイッチ４３と、前記作動スイッ
チ４２及び設定スイッチ４３の操作に応じて、前記高周波出力回路の出力波形及び出力レ
ベルを制御する制御回路４４と、前記作動スイッチ４２及び前記設定スイッチ４３の状態
を前記制御回路４４を介して取得し、これらのスイッチ状態に応じた前記内視鏡１１に対
する制御指示情報で搬送波を変調する変調回路４５と、前記変調回路４５からの搬送波を
電波として輻射し前記内視鏡１１へ伝送するアンテナ４６とを備えて構成されている。前
記設定スイッチ４３で設定される動作モードには、例えば、切開動作を行うモードと、凝
固動作を行うモードと、切開及び凝固の混合動作を行うモードと、いずれの動作モードも
選択されていないモードつまり作動可能でないモードとがある。
【００１６】
次に、本実施の形態の作用を説明する。
内視鏡１１で観察される被写体像は、撮像装置２１で撮像されて、撮像信号として撮像制
御回路２２へ与えられ、この撮像制御回路２２は、与えられる撮像信号から信号処理可能
な信号レベルの映像信号を得て変調回路２３へ与える。この変調回路２３は、与えられる
映像信号で搬送波を変調し、この変調された搬送波は、出力制御回路２４を介して、アン
テナ２６から電波として輻射され、受信装置１２へ与えられる。
【００１７】
受信装置１２へ与えられる搬送波は、アンテナ３１から復調回路３２へ与えられ、この復
調回路３２は、与えられる搬送波を復調して映像信号を抽出し映像信号処理回路３３へ与
える。この映像信号処理回路３３は、与えられる映像信号をモニタ表示可能な形式の映像
信号に変換してモニタ装置１３へ出力し、モニタ装置１３には、内視鏡１１で観察される
被写体像が表示される。
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【００１８】
一方、内視鏡１１の周辺で使用される電気メス装置３の設定スイッチ４３により、動作モ
ードと出力レベルが設定され、作動スイッチ４２が操作されると、制御回路４４により制
御される高周波出力回路４１は、設定スイッチ４３の設定状態に応じた波形及び出力レベ
ルの高周波を処置対象部位へ出力し、この高周波により処置対象部位に医療処置が施され
る。
【００１９】
このとき、電気メス装置３の高周波出力回路４１から出力される高周波は、処置対象部位
へ与えられるばかりでなく、その一部が漏れて輻射され、輻射された高周波は、ノイズと
して受信装置１２のアンテナ３１へ回り込み、このノイズは、復調回路３２及び映像信号
処理回路３３に入り込んで映像信号を乱し、これにより、モニタ装置１３の表示画像が乱
されることとなる。
【００２０】
次に、電気メス装置３から発せられる上記ノイズの影響を軽減する作用について説明する
。
図２に示すように、内視鏡１１から受信装置１２へ信号強度ａの搬送波が与えられるもの
とする。つまり、通常時即ちノイズが発生していないときには、出力制御回路２４には、
信号強度ａに対応する送信出力レベルが設定されている。また、電気メス装置３の作動ス
イッチ４２がオン状態になったとき、電気メス装置３から受信装置１２へ強度ｂのノイズ
が与えられるものとする。
【００２１】
作動スイッチ４２及び設定スイッチ４３が操作されると、これらのスイッチ状態情報は、
内視鏡１１の制御指示情報として制御回路４４から変調回路４５へ与えられ、アンテナ４
６から無線で内視鏡１１へ与えられる。この内視鏡１１は、電気メス装置３からの電波を
アンテナ２７で受信すると、復調回路２８により、制御指示情報が復調され、この制御指
示情報が送信出力設定回路２５へ与えられる。
【００２２】
すると、送信出力設定回路２５は、電気メス装置３の作動スイッチ４２がオン状態になっ
たことに応じて、出力制御回路２４の出力レベル設定を増加し、これにより、内視鏡１１
から受信装置１２へ与えられる搬送波の信号強度が、通常時の信号強度ａにノイズの強度
ｂを加えた信号強度（ａ＋ｂ）程度の信号強度或いはそれ以上の信号強度に増加される。
つまり、ノイズ発生時には、出力制御回路２４は、送信出力設定回路２５により、信号強
度（ａ＋ｂ）に略対応する送信出力レベル或いはそれ以上の送信出力レベルが設定される
。
【００２３】
これにより、電気メス装置３からノイズが発生しても、受信装置１２では、内視鏡１１か
ら与えられる搬送波のＳ／Ｎ（信号対雑音比）が向上するので、復調される映像信号のＳ
／Ｎが向上し、モニタ装置１３には、ノイズの影響が軽減された良好な画質の画像が表示
される。
【００２４】
また、電気メス装置３の作動スイッチ４２がオフ状態になると、ノイズの発生が停止する
ので、出力制御回路２４の送信出力レベルの設定が通常時の設定に戻され、信号強度ａの
搬送波が受信装置１２へ与えられる。
【００２５】
以上説明したように、本実施の形態では、内視鏡１１から受信装置１２へ、観察画像が動
画像でリアルタイムに伝送される。
また、ノイズが発生すると、内視鏡１１の送信出力レベルが増加するので、ノイズの影響
を軽減した良好な画質の観察画像を得ることができる。
また、ノイズが発生していないときには、ノイズが発生しているときに比して、内視鏡１
１の送信出力レベルが減少するので、その分内視鏡１１のバッテリの電力量が節約される
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。
また、ノイズが発生すると、内視鏡１１から受信装置１２へ与えられる搬送波の信号強度
が増加されることで、ノイズの影響が軽減されるように構成されているので、搬送波とノ
イズの周波数帯域が重なっても、ノイズの影響が軽減される。
従って、本実施の形態によれば、内視鏡の使用時間の短縮を抑え、且つ搬送波の周波数帯
域を制限すること無く、且つ観察画像を動画像でリアルタイムに無線伝送し、且つノイズ
の影響を軽減した良好な画質の観察画像を得ることができるという効果が得られる。
【００２６】
なお、本実施の形態は、次のように種々変形実施可能である。
例えば、ノイズ発生時に送信出力設定回路２５により出力制御回路２４へ設定される送信
出力レベルは、電気メス装置３の設定スイッチ４３の状態により、異なる送信出力レベル
としてもよい。これにより、電気メス装置３の動作モードにより高周波出力回路４１から
様々な波形及び強度の高周波が出力されても、電気メス装置３から発生する様々な強度の
ノイズに対応することができる。
【００２７】
また、図２に示すように、電気メス装置３の高周波出力回路４１は、作動スイッチ４２が
オン状態になってから、所定の遅延時間の後に高周波出力を開始するように制御されても
よい。これにより、内視鏡装置２の送信出力レベルが増加されるまでの期間にノイズが発
生することを防ぐことができる。
【００２８】
また、図２に示すように、内視鏡１１の出力制御回路２４は、電気メス装置３の作動スイ
ッチ４２がオフ状態になってから所定の遅延時間の後に、送信出力レベルを減少するよう
に制御されてもよい。これにより、電気メス装置３の作動スイッチ４２がオフ状態になっ
てからノイズの発生が停止するまでの遅延時間に対するマージンを得ることができる。
【００２９】
また、電気メス装置３は、電気メス装置に限らず、高周波を発生する他の高周波機器であ
ってもよい。
【００３０】
また、内視鏡１１は、撮像装置２１が内蔵された電子内視鏡に限らず、観察像を光学的に
射出するファイバスコープであってもよい。このとき、このファイバスコープには、図１
に示される内視鏡１１の電気回路と等価な電気回路を有する外付けのカメラ装置を取り付
けて使用する。
【００３１】
また、内視鏡１１の出力制御回路２４は、電気メス装置３の作動スイッチ４２がオン状態
でなくても、例えば設定スイッチ４３の操作により電気メス装置３が使用可能な状態にな
ったときに、内視鏡１１の送信出力レベルを増加するように制御されてもよい。
【００３２】
また、内視鏡１１の送信出力レベルは、送信出力設定回路２５で決定するばかりでなく、
例えば、電気メス装置３の制御回路４４で決定し、この送信出力レベルを示す信号を内視
鏡１１へ伝送するようにしてもよい。
【００３３】
（第２の実施の形態）
図３は本発明の第２の実施の形態に係り、内視鏡装置を含む手術装置の構成を示すブロッ
ク図である。なお、本実施の形態では、第１の実施の形態と同様に構成されている部位に
は、同じ符号を付してその説明を省略する。
【００３４】
図３に示すように、本実施の形態に係る手術装置１０１は、第１の実施の形態と同様の内
視鏡装置２と、手術装置１０１の全体を集中的に制御する集中制御装置１０２と、第１の
実施の形態の電気メス装置３（図１参照）に代わって設けられた電気メス装置１０３とを
含んでいる。前記内視鏡装置２は、第１の実施の形態と略同様の内視鏡１１と、第１の実
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施の形態と同様の受信装置１２と、第１の実施の形態と同様のモニタ装置１３とを備えて
構成されている。
【００３５】
前記電気メス装置１０３は、第１の実施の形態の電気メス装置３（図１参照）と略同様に
構成されているが、第１の実施の形態の変調回路４５（図１参照）及びアンテナ４６（図
１参照）に代わって、この電気メス装置１０３の状態情報を前記集中制御装置１０２へ例
えば有線で伝送する通信回路１１１が設けられて構成されている。
【００３６】
前記集中制御装置１０２は、手術室に設置されている電気メス装置１０３及び各種装置を
制御したり状態情報を収集する装置であり、本実施の形態では、前記電気メス装置１０３
と通信して前記電気メス装置１０３の状態情報を収集する通信回路１２１と、前記電気メ
ス装置１０３から収集される状態情報から作動スイッチ４２及び設定スイッチ４３のスイ
ッチ状態情報を判別する設定判別回路１２２と、前記設定判別回路１２２で得られるスイ
ッチ状態情報を無線で前記内視鏡１１へ伝送する変調回路１２４及びアンテナ１２５を備
えている。
【００３７】
つまり、本実施の形態では、スイッチ状態情報の伝送経路が、第１の実施の形態と異なり
、電気メス装置１０３から集中制御装置１０２を介して内視鏡１１へスイッチ状態情報が
与えられる構成となっている。
【００３８】
次に、本実施の形態の作用を説明する。なお、本実施の形態では、第１の実施の形態と共
通する作用の説明を省略する。
内視鏡１１で得られる被写体像の画像情報は、第１の実施と同様にして、無線で受信装置
１２へ伝送され、モニタ装置１３に被写体像が表示される。また、電気メス装置１０３は
、第１の実施の形態と同様にして、ノイズを発生し、このノイズは、受信装置１２へ妨害
を与える。
【００３９】
本実施の形態では、電気メス装置１０３のスイッチ状態情報は、制御回路４４から、通信
回路１１１と、通信回路１２１と、設定判別回路１２２と、変調回路１２４と、アンテナ
１２５を介して、内視鏡１１へ与えられる。このスイッチ状態情報による内視鏡１１の送
信出力レベルの制御は、第１の実施の形態と同様である。即ち、作動スイッチ４２の操作
タイミングと、ノイズ発生のタイミングと、内視鏡１１の送信出力レベルの切替タイミン
グとの関係は、第１の実施の形態と同様である。また、ノイズの強度と内視鏡１１の送信
出力による信号強度との関係も第１の実施の形態と同様である。
【００４０】
以上説明した本実施の形態では、第１の実施の形態と同様に、内視鏡１１から受信装置１
２へ、観察画像が動画像でリアルタイムに伝送される。
また、第１の実施の形態と同様に、ノイズが発生すると、内視鏡１１の送信出力レベルが
増加するので、ノイズの影響を軽減した良好な画質の観察画像を得ることができる。
また、第１の実施の形態と同様に、ノイズが発生していないときには、ノイズが発生して
いるときに比して、内視鏡１１の送信出力レベルが減少するので、その分内視鏡１１のバ
ッテリの電力量が節約される。
また、第１の実施の形態と同様に、ノイズが発生すると、内視鏡１１から受信装置１２へ
与えられる搬送波の信号強度が増加されることで、ノイズの影響が軽減されるように構成
されているので、搬送波とノイズの周波数帯域が重なっても、ノイズの影響が軽減される
。
従って、本実施の形態によれば、第１の実施の形態と同様に、内視鏡の使用時間の短縮を
抑え、且つ搬送波の周波数帯域を制限すること無く、且つ観察画像を動画像でリアルタイ
ムに無線伝送し、且つノイズの影響を軽減した良好な画質の観察画像を得ることができる
という効果が得られる。
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【００４１】
また、本実施の形態では、内視鏡装置２の周辺で使用される各種機器の状態が集中制御装
置１０２で収集されるので、ノイズ発生源となる高周波機器が複数使用される場合であっ
ても、各高周波機器の状態情報は、集中制御装置１０２から内視鏡１１へ伝送され、内視
鏡装置２は、複数の高周波機器からのノイズ妨害に対応することが可能である。
【００４２】
なお、本実施の形態は、第１の実施の形態と同様に、種々変形実施可能である。
また、複数の高周波機器を集中制御装置１０２に接続して使用してもよい。このとき、出
力制御回路２４は、ノイズ発生源となる高周波機器の種類に応じて、送信出力レベルが変
更されるように制御されてもよい。
また、内視鏡１１の送信出力レベルは、送信出力設定回路２５で決定するばかりでなく、
例えば、集中制御装置１０２で決定し、この送信出力レベルを示す信号を内視鏡１１へ伝
送するようにしてもよい。
【００４３】
（第３の実施の形態）
図４及び図５は本発明の第３の実施の形態に係り、図４は内視鏡装置を含む手術装置の構
成を示すブロック図、図５は内視鏡の送信出力の制御動作を示すタイムチャートである。
なお、本実施の形態では、第１の実施の形態と同様に構成されている部位には、同じ符号
を付してその説明を省略する。
【００４４】
図４に示すように、本実施の形態に係る手術装置２０１は、前記第１の実施の形態の内視
鏡装置２（図１参照）に代わって設けられた内視鏡装置２０２と、第１の実施の形態の電
気メス装置３（図１参照）に代わって設けられた電気メス装置２０３を含んでいる。
【００４５】
前記内視鏡装置２０２は、第１の実施の形態と略同様に構成された内視鏡１１と、第１の
実施の形態の受信装置１２（図１参照）に代わって設けられた受信装置２０４と、第１の
実施の形態と同様のモニタ装置１３とを備えて構成されている。但し、本実施の形態の内
視鏡１１では、後述するように、送信出力レベルの制御動作が、第１の実施の形態と異な
る。
【００４６】
前記受信装置２０４は、第１の実施の形態と同様のアンテナ３１と、第１の実施の形態と
同様の復調回路３２と、第１の実施の形態と同様の映像信号処理回路３３に加え、前記復
調回路３２で復調された映像信号に含まれるノイズ成分の強度を検出するノイズ検出回路
２１１と、ノイズ強度を示す情報を無線で前記内視鏡１１へ伝送する変調回路２１２及び
アンテナ２１３とを備えて構成されている。
【００４７】
以上のように構成された内視鏡装置２０２では、受信装置２０４で検出されたノイズ強度
情報が前記内視鏡１１へ無線で伝送され、前記内視鏡１１は、ノイズ強度情報に応じて、
送信出力レベルが変更される。
【００４８】
前記電気メス装置３は、内視鏡装置のノイズ軽減に関わる機能を備えない、通常の電気メ
ス装置であり、第１の実施の形態と同様の高周波出力回路４１と、第１の実施の形態と同
様の作動スイッチ４２と、第１の実施の形態と同様の設定スイッチ４３と、前記作動スイ
ッチ４２及び設定スイッチ４３に対する操作に応じて前記高周波出力回路４１の出力波形
及び出力レベルを制御する制御回路４４とを備えて構成されている。
【００４９】
次に、本実施の形態の作用を説明する。なお、本実施の形態では、第１の実施の形態と共
通する作用の説明を省略する。
内視鏡１１で得られる被写体像の画像情報は、第１の実施と同様にして、無線で受信装置
２０４へ伝送され、モニタ装置１３に被写体像が表示される。また、電気メス装置２０３
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は、第１の実施の形態と同様にして、ノイズを発生し、このノイズは、受信装置２０４へ
妨害を与える。
【００５０】
図２に示すように、内視鏡１１からの送信出力に加えて、電気メス装置２０３からのノイ
ズが、受信装置２０４で受信されると、受信装置２０４の受信波は、ノイズにより乱され
る。図の例では、ノイズの影響により、受信波の一部に強度ｃだけ強度が突出した部分が
生じている。このように、ノイズの影響により受信波が乱されると、復調回路３２で得ら
れる映像信号もノイズの影響により乱されて突出した部分が生じる。そこで、復調回路３
２で得られる映像信号は、ノイズ検出回路２１１に与えられ、このノイズ検出回路２１１
では、映像信号に含まれるノイズ成分の強度を検出することで、受信波に含まれるノイズ
成分の強度ｃを検出する。
【００５１】
このとき、ノイズ検出回路２１１は、例えば、映像信号の強度を所定の閾値と比較し、映
像信号の強度が所定の閾値を超えたことを検出することで、ノイズ成分を検出する。或い
は、ノイズ検出回路２１１は、例えば、映像信号を微分し、映像信号が急峻に変化したこ
とを検出することで、ノイズ成分を検出する。そして、ノイズ検出回路２１１は、映像信
号に含まれるノイズ成分の強度と受信波のノイズ成分の強度との予め求めておいた関係に
従って例えば演算処理を行い、受信波に含まれるノイズ成分の強度ｃを求める。
【００５２】
ノイズ検出回路２１１でノイズ成分の強度ｃが得られると、この強度ｃを示す情報は、変
調回路２１２及びアンテナ２１３を介して内視鏡１１へ与えられ、内視鏡１１のアンテナ
２７及び復調回路２８を介して、送信出力設定回路２５へ与えられる。
【００５３】
送信出力設定回路２５は、ノイズ成分の強度ｃを示す情報が与えられると、この情報に応
じて、出力制御回路２４の送信出力レベルの設定を増加させる。このとき、出力制御回路
２４の送信出力レベルは、通常時つまりノイズが発生していないときの送信出力レベルに
、強度ｃに略対応するレベルを加えたレベル或いはそれ以上のレベルが設定される。する
と、受信装置２０４で得られる受信波のＳ／Ｎが向上し、ノイズの影響が軽減され、良好
な画質の観察像がモニタ装置１３に表示される。
【００５４】
ノイズは、一般に、一旦発生すると、最初のノイズ成分に続いて、いくつかのノイズ成分
が受信波に混信を与える傾向がある。図５に示す例では、強度ｃのノイズ成分に続いて、
強度ｃより小さい強度ｅのノイズ成分が発生している。そこで、送信出力設定回路２５は
、出力制御回路２４の送信出力レベルの設定を増加させた後、所定の時間ｔ１の間、増加
させた送信出力レベルを維持する。これにより、強度ｅのノイズ成分による受信装置２０
４への影響が軽減される。
【００５５】
そして、所定の時間ｔ１が経過したら、送信出力設定回路２５は、出力制御回路２４の送
信出力レベルの設定を通常時の送信出力レベルに戻す。これにより、ノイズが発生してい
ないときには、ノイズ発生時に比して、内視鏡１１の送信出力レベルが減少され、内視鏡
１１の消費電力が軽減される。
【００５６】
以上説明した本実施の形態では、内視鏡１１から受信装置２０４へ、観察画像が動画像で
リアルタイムに伝送される。
また、ノイズが発生すると、内視鏡１１の送信出力レベルが増加するので、ノイズの影響
を軽減した良好な画質の観察画像を得ることができる。
また、ノイズが発生していないときには、ノイズが発生しているときに比して、内視鏡１
１の送信出力レベルが減少するので、その分内視鏡１１のバッテリの電力量が節約される
。
また、ノイズが発生すると、内視鏡１１から受信装置２０４へ与えられる搬送波の信号強
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度が増加されることで、ノイズの影響が軽減されるように構成されているので、搬送波と
ノイズの周波数帯域が重なっても、ノイズの影響が軽減される。
従って、本実施の形態によれば、内視鏡の使用時間の短縮を抑え、且つ搬送波の周波数帯
域を制限すること無く、且つ観察画像を動画像でリアルタイムに無線伝送し、且つノイズ
の影響を軽減した良好な画質の観察画像を得ることができるという効果が得られる。
また、本実施の形態では、内視鏡装置２０２の周辺で使用される高周波機器例えば電気メ
ス装置２０３に、内視鏡装置２０２のノイズ軽減に関わる機能が搭載されていないので、
いずれの高周波機器が内視鏡装置２０２の周辺で使用されても、高周波機器によるノイズ
の影響が軽減される。
【００５７】
なお、本発明は、上述の実施の形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱し
ない範囲で種々変形実施可能である。
【００５８】
［付記］
（付記項１－１）
内視鏡に設けられ、被写体像を撮像して第１の映像信号を得る手段と、
前記内視鏡に設けられ、前記第１の映像信号で搬送波を変調する手段と、
前記内視鏡から無線で伝送される前記搬送波を受信して復調し表示手段へ与える第２の映
像信号を得る受信手段とを備えた内視鏡装置において、
前記内視鏡に設けられ、設定に応じて前記搬送波の送信出力レベルを変化させる送信出力
可変手段と、
前記内視鏡に設けられ、前記受信手段へノイズを与える高周波機器が作動操作されている
こと或いは作動可能状態であることを検知し、この検知結果に応じて前記送信出力可変手
段の送信出力レベルの設定を増加させる送信出力設定手段とを備えたことを特徴とする内
視鏡装置。
【００５９】
（付記項１－２）
付記項１－１に記載の内視鏡装置であって、
医療用の内視鏡装置である。
【００６０】
（付記項１－３）
付記項１－１に記載の内視鏡装置であって、
前記送信出力設定手段は、前記高周波機器が作動操作されていることを検知する。
【００６１】
（付記項１－４）
付記項１－１に記載の内視鏡装置であって、
前記送信出力設定手段は、前記高周波機器が作動可能状態であることを検知する。
【００６２】
（付記項１－５）
付記項１－１に記載の内視鏡装置であって、
前記送信出力設定手段は、前記高周波機器が作動操作されていること或いは作動可能状態
であることを示す情報を前記高周波機器から通信で得る。
【００６３】
（付記項１－６）
付記項１－１に記載の内視鏡装置であって、
前記送信出力設定手段は、前記高周波機器が作動操作されていること或いは作動可能状態
であることを示す情報を、前記高周波機器の状態情報を収集する情報収集装置から通信で
得る。
【００６４】
（付記項１－７）
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付記項１－６に記載の内視鏡装置であって、
前記情報収集装置は、複数の前記高周波機器の状態情報を収集する。
【００６５】
（付記項２－１）
内視鏡に設けられ、被写体像を撮像して第１の映像信号を得る手段と、
前記内視鏡に設けられ、前記第１の映像信号で搬送波を変調する手段と、
前記内視鏡から無線で伝送される前記搬送波を受信して復調し表示手段へ与える第２の映
像信号を得る受信手段とを備えた内視鏡装置において、
前記受信手段に設けられ、前記受信手段へ与えられるノイズの発生を検知し、この検知結
果に応じて送信出力レベルの増加を前記内視鏡へ指示するノイズ検知手段と、
前記内視鏡に設けられ、設定に応じて前記搬送波の送信出力レベルを変化させる送信出力
可変手段と、
前記内視鏡に設けられ、前記ノイズ検知手段からの指示に応じて、前記送信出力可変手段
の送信出力レベルの設定を増加させる送信出力設定手段とを備えたことを特徴とする内視
鏡装置。
【００６６】
（付記項２－２）
付記項２－１に記載の内視鏡装置であって、
医療用の内視鏡装置である。
【００６７】
（付記項２－３）
付記項２－１に記載の内視鏡装置であって、
前記ノイズ検知手段は、前記ノイズの強度を検知する。
【００６８】
（付記項２－４）
付記項２－４に記載の内視鏡装置であって、
前記送信出力設定手段は、前記ノイズ検知手段で検知される前記ノイズの強度に応じて、
前記送信出力可変手段の送信出力レベルの設定を増加させる。
【００６９】
（付記項２－５）
付記項２－１に記載の内視鏡装置であって、
前記送信出力設定手段は、前記送信出力レベルの設定を所定の期間増加させる。
【００７０】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、内視鏡の使用時間の短縮を抑え、且つ搬送波の周
波数帯域を制限すること無く、且つ観察画像を動画像でリアルタイムに無線伝送し、且つ
ノイズの影響を軽減した良好な画質の観察画像を得ることができるという効果が得られる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１及び図２は本発明の第１の実施の形態に係り、図１は内視鏡装置を含む手術
装置の構成を示すブロック図
【図２】内視鏡の送信出力の制御動作を示すタイムチャート
【図３】本発明の第２の実施の形態に係り、内視鏡装置を含む手術装置の構成を示すブロ
ック図
【図４】図４及び図５は本発明の第３の実施の形態に係り、図４は内視鏡装置を含む手術
装置の構成を示すブロック図
【図５】内視鏡の送信出力の制御動作を示すタイムチャート
【符号の説明】
２…内視鏡装置
３…電気メス装置
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１１…内視鏡
１２…受信装置
２４…出力制御回路
２５…送信出力設定回路
２８…復調回路
１０２…集中制御装置
１０３…電気メス装置
２０２…内視鏡装置
２０４…受信装置
２１１…ノイズ検出回路
２１２…変調回路
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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